
　応募いただくにあたり、該当項目に　☑　をつけていただき、内容をご記入ください。

　（民間団体からの応募の場合は、交流の母体となる自治体からの推薦状　「様式１－２」　が必要となります）

１．　団体に関する事項

(1)　応募団体について

人

㎢

人 □　法人会員　 人 □　個人会員　 人

※　「その他情報」　①～②　は　「自治体のみ」　ご記入ください。

※　「その他情報」　③～⑥　は　「自治体以外の団体のみ」　ご記入ください。

様式１－１

⑤ 団体概要

代表者職氏名

（ふりがな）

（ふりがな）

職名：

職名： 氏名：

URL：

□　行政からの補助金　（団体予算に占める割合：　　　　　％）
□　会費
□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　小数点　第2位まで

円

※　H27.3.31現在　住民基本台帳人口をご記入ください。　

④ 団体予算

② 面積

第１０回（平成２７年度）自治体国際交流表彰応募書

担当部署名

TEL：

e-mail：

FAX：

団　体　名

〒住所：

① 人口

③ 構成人員

⑥ 主な活動

連
絡
先

（ふりがな）

氏名：
担当者職氏名

そ
の
他
情
報

⑦ 国際分野
    他受賞歴



(2)　交流相手方団体について

人

㎢

人 □　法人会員　 人 □　個人会員　 人

※　「その他情報」　①～②　は　相手方が「自治体の場合のみ」　ご記入ください。

※　「その他情報」　③～⑤　は相手方が　「自治体以外の団体の場合のみ」　ご記入ください。

※　相手方団体が複数ある（合同事業等の）場合は、下記欄をご利用ください。

人

㎢

人 □　法人会員　 人 □　個人会員　 人

(3)　交流相手方団体との関係について

①　姉妹提携、特定分野に関する提携に基づく交流の場合、その提携年月日をご記入ください。

②　提携に基づかない交流の場合、交流開始日をご記入ください。

日提携（開始）日 　□　昭和　　□　平成 月年

職名：

団　体　名　(1)

（ふりがな）

（ふりがな）

職名： 氏名：
代表者職氏名

そ
の
他
情
報

① 人口

④ 団体概要

※　直近で把握可能な人口をご記入ください。　

② 面積

⑤ 主な活動

※　小数点　第2位まで

③ 構成人員

氏名：
代表者職氏名

（ふりがな）

④ 団体概要

⑤ 主な活動

団　体　名　(2)

（ふりがな）

※　小数点　第2位まで

③ 構成人員

そ
の
他
情
報

① 人口 ※　直近で把握可能な人口をご記入ください。　

② 面積



(4)　交流の母体となる「自治体同士」　の交流について

※「自治体同士以外」　の交流事業の場合は、そのベースとなる自治体同士の交流事業の概要を、

　　記入してください。

２．　交流事業に関する事項

(1)　事業について

※　「事業概要」（施策のポイント）　を、５００文字程度でご記入ください。

　　活動のビジョン、成果等がわかるよう、簡潔にまとめてください。（箇条書き可）

(2)　予算について

※　事業活動のための３か年分（本年度含む）の予算額を、ご記入ください。

平成24年度

平成25年度

平成26年度

事業名

摘要内訳年度 予算額

事業概要
（施策のﾎﾟｲﾝﾄ）

（５００文字）

千円

千円

財源内訳：
　　□　行政からの補助金　（事業予算に占める割合：　　　　　％）　　　　　□　会費
　　□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

財源内訳：
　　□　行政からの補助金　（事業予算に占める割合：　　　　　％）　　　　　□　会費
　　□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

財源内訳：
　　□　行政からの補助金　（事業予算に占める割合：　　　　　％）　　　　　□　会費
　　□　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

千円



(3)　交流事業について

※　事業内容、背景・経緯、成果等について、ご記入ください。

　　今後の取組・展望がある場合は、それらも含めてご記入ください。

⑤　今後の展望

⑥　その他

③　現在の状況

④　事業の成果

①　事業内容
　（双方向の
取組も含む）

②　背景・経緯



(4)　交流アピールポイント

下記①～⑥の審査基準により審査いたします。各審査基準に関し、事業の特徴等をご記入ください。

その他、強調すべき点については、「⑦その他」にご記入ください。

【審査のポイント】

①先進性 ・他団体に広がる先例や模範となりうるものとなっているか。

②独自性 ・創意工夫に富み、他団体では見られないような独自の発想や着眼点があるか。

③継続性 ・活動の継続、効果や実績の定着が期待できるか。

・（実績は少なくても）今後の活動の継続性・発展性が大いに期待できるか。

④活発性 ・活動内容が質量ともに充実しているか。

・多様かつ多数の者が活動に参加又は関与しているか。

⑤協働性・連携性 ・行政と住民等、多様な主体間での協働、連携がなされているか。

・協働、連携により、事業の効率的な実施や成果の向上が図られているか。

⑥効果 ・この取組により、地域の国際化、地域経済の活性化、地域の知名度やイメージの向上等

　につながっているか。

③　継続性

④　活発性

項目 根拠・理由

①　先進性

②　独自性

⑥　効果
（相手方に与えた

影響や効果）

⑦　その他
　　（500文字以内）

⑤　協働性
　　　・連携性



(5)　交流概要がわかる参考資料　

①　様式は任意とします。

（用紙の大きさは、「Ａ４版」　にそろえてください）

②　下記資料をお送りください。

・写真　2点以上（必須）

・地図

・新聞記事等の交流内容を示すもの

・パンフレット等の事業告知資料

・相手（団体）国側で報道された新聞記事、ネット情報等

　※　画像データには説明を付して、提出してください。

　　（サイトＵＲＬの表示、ＣＤ、ＤＶＤでの送付は不可とします。）

【資料の提出例】

★海外幹部交流協力セミナー（パリ事務所管内）

　・フランス自治体幹部を迎え、7月20日から30日の行程で兵庫県豊岡市において、「芸術・文化を活用した
　　ツーリズム」及び「コウノトリをシンボルとした環境再生への取組み」をテーマに視察と意見交換を実施
　　しました。

　・また、城崎温泉街を中心とした「アーティスト・イン・レジデンス」事業の視察を行い、さらに、豊岡市が
　　作成している仏語版HPに関する提案や空き家対策に関する施策等について、活発な意見交換が
　　行われました。


